
 

 

 

2 月 16 日の卓話  2 月 2 日の出席率  2 月 29 日の卓話  

 会員在籍者数 42 名 

 会員出席者数 37 名 

 会員欠席者数 5 名 

 本日の出席率 88.09％ 

  

「移動例会」 

帝国ホテル東京 なだ万 

 

「地区大会」 

帝国ホテル東京 

「自己紹介」 

 

当クラブ 岸 哲也 会員 

当クラブ 武井隆光 会員 

 

2024 年 2 月 16 日［第 141 回］ 

 

≪2023-2024年度 例会 第 140回例会報≫ 

2024年 2月 2日（金）東武ホテルレバント東京「吉野の間」 
 

司会：清水会員
■点鐘：東京臨海西ＲＣ 三橋晶会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ロータリーソング「奉仕の理想」「四つのテスト」斉唱 

 ソングリーダー：松本会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「ロータリーの目的」東京臨海西 RCバージョン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（継岩憲二副会長） 

 

■来賓紹介：三橋会長 

●東京臨海西ロータリークラブ  発起人代表  

東京臨海ロータリークラブ   鈴木孝行様 

 

■卓話者紹介：三橋会長 

●行動計画推進委員会 委員長 大星太郎様 

●会長 三橋晶様 

 

 



 

 

 

■ビジター紹介： 間野会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●林秀一様（那覇南 RC） 

 

■会長報告：三橋晶会長 

●那覇南 RC 林秀一直前会長のご紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●シリナットさん近況報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■幹事報告：橋豊和幹事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●2月のロータリーレートは 1 ドル 147円です 

●ガバナー月信 2月号をメール配信しました（1/31） 

●ロータリーの友 2月号をメール BOXに配布しました 

●本日、例会終了後理事役員会を行いますので、理事

役員の方 3階「藤菊の間」にお集まりください 

●3/29（金）お花見例会（上野精養軒）出欠のお返事は

2/29までにお願いします 

●本日、ロータリー財団の 2023 年 7 月～12 月末日ま

でに受領した個人寄付の領収書をお渡ししています。

確定申告用となります 

●東京臨海 RC創立 30周年記念誌を例会参加者のメ

ール BOXに入れましたのでご確認ください 

 

■委員会報告 

●社会奉仕委員会 ローターアクト担当 

 飯塚憲貴会員より 

 東京臨海ＲＡＣ新入会員の報告（鈴木基史）さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（飯塚憲貴会員） 

 

●地区拡大増強委員会 栗山委員より 

 3/7（木）ウーマンズミーティング日比谷松本楼ご案内 

 らいおんはーと主催江戸川区特別支援学級学校路 

フェアについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（栗山委員） 

 

●カウンセラー委員会 坂東リーダーより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（坂東裕樹会員） 

 

 

 

 



 

 

 

■今月のお祝 

・会員誕生日 平井会員・石田会員・那須会員 

山崎会員 

・「誕生日の歌」 

・１分間スピーチ：全員 

・奥様誕生日 坂東会員夫人・三橋会員夫人 

清水会員夫人 

・結婚記念日 坂東会員・髙橋会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左から三橋晶会長、山崎和弘会員、 

石田清貴会員、平井修二会員） 

 

■出席状況報告：中村会員 

⇒詳細 1頁バナー下の出席状況報告欄にて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ニコニコ BOX報告：佐藤太基会員 

(ご意向)那覇南 RC の林さんようこそいらっしゃい

ました。次年度地区バギオ委員会よろしく

お願いします。栗山ガバナー補佐、第七消

防方面世話人代表お疲れ様でした：斉藤実

様（東京臨海 RC・当クラブ特別代表） 

(ご意向)林直前会長、本日は例会に出席してくださ

りありがとうございます。よろしくお願い

します：当クラブ三役 

(ご意向)林さんようこそいらっしゃいました。また

本日はクラブビジョンと 5か年目標を大星

さん、10周年に向けての行動計画を三橋会

長、しっかり勉強させて頂きます。よろし

くお願いします：栗山会員 

(ご意向)栗山パスト会長、斉藤特別代表、昨晩も大

変お世話になりました。引き続きよろしく

お願いいたします。あと、ナットはサーロ

インステーキ 1ポンド食べました： 

飯塚憲貴会員 

(ご意向)林さん、ようこそいらっしゃいました： 

西野会員 

(ご意向)今日は 10 分だけですが卓話を担当させて

いただきます。寝ないで聞いてください：

大星会員 

(ご意向)本日もよろしくお願いします：油井会員 

(ご意向)本日も宜しくお願い致します：髙橋会員 

(ご意向)本日の例会宜しくお願いいたします： 

武井会員 

(ご意向)今月もよろしくお願いいたします： 

松本会員 

(ご意向)よろしくお願いします：島崎会員 

(ご意向)山崎さん、飯塚憲貴さん、お仕事ありがと

うございました：石田会員 

(ご意向)よろしくお願い申し上げます：北林会員 

(ご意向)ダイナースクラブ エグゼクティブプレ

ミアム 高級レストラン認定されまし

た！：中村会員 

 

平井会員、大西会員、二瓶会員、岸会員 

岩崎会員、間野会員、熊倉会員、本島会員 

米井会員、飯塚正裕会員、佐藤会員、菅会員 

松原会員、雪丸会員 

 

【28 件 94,000 円 今年度累計 1,507,000 円】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（佐藤太基会員） 

 

■卓話 

「クラブビジョンと五か年目標」 

行動計画推進委員会 大星太郎 委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日はですね、クラブビジョンと 10 周年へ向けて

の五カ年目標ということで、お話をさせていただき

ます。先ほど橋幹事からお話があった通り、これは

昨年の 12 月年次総会の時に皆さんに承認をいただ



 

 

 

いたものの補足説明になりますので、よろしくお願

いいたします。 

そもそも何で急にクラブビジョンだの目標だの定

めることになったかと言いますと、今期の地区の方

針でもあるんですよね。栃木一夫ガバナーが地区の

方針として、「持続可能な元気なクラブを実現しよ

う」というのを基本方針と定めておりまして、その

計画の 1つにクラブビジョン行動計画作成推進とい

うのが含まれているので、それに習って我々も作成

することにしました。それで、確かにやらされてる

からやっているって言うのもありますけれど、ただ

我々昨年 5周年無事終わりましてロータリーとして

の初心者マークが外れたわけですよね。 

10 周年に向けて新たに歩み出してるわけなんです

けど、やはり組織が成長していくためには、これど

んな組織も一緒だと思うんですけど、どこを目指し

てるのか、どこへ向かってるのかっていうのを、ま

ず意識として統一させてですね。目指すべき姿をみ

んなで共有して、会員メンバー全員の意思を統一す

ることによって、その目標を達成する。前向きに 10

周年に向けて取り組んでいこうと考えてクラブビ

ジョンを作成いたしました。 

このクラブビジョンと五カ年へ向けての目標です

か。行動計画推進委員会がもとになって草案を作っ

て皆さんの承認を得たんですけれど、行動計画推進

委員会というのは今年度から、三橋会長が設けた委

員会なんですけど、過去の我々のパスト会長と来年

の会長の継岩さん、再来年の会長の橋さんをメンバ

ーにして、皆で夏から考えました。 

 

それでまず考えるに当たって何に重きを置いたか

というと、10周年の年、今から 5年後ですね。我々

のクラブがどんなクラブになっていたいのかって

いうのに重きをおいて考えてみました。後で読み上

げますけど、クラブビジョンというのが出来上がっ

たわけですね。もう皆さんお読みになったと思いま

すけど、クラブビジョンってものすごく抽象的です。

ぼんやりしてて。立派なこと書いてあるんだけど、

結局これをやるためには何すればいいのって話に

なってくると思うんですね。 

私の知り合いの会社の会長さん。従業員 110人ぐら

い。売上 120億。中古トラックの販売やってる会社

の会長さんがですね「ビジョンだけ作ったって、絵

に描いた餅だよ」と。「これを達成するために、数値

目標をしっかり立てて、それをクリアするための行

動計画を立てなきゃ全く意味ないよ」とおっしゃっ

たんですよね。「あ、確かに。なるほどな」と。ビジ

ョンを作っただけじゃ確かにそれ作って終わりに

なっちゃう。なので、我々のクラブは 1 歩進んで、

しっかりそのビジョンを達成するための目標を立

てて、それを達成するための行動計画を作っていく

と、そういった三段構えで進めることにしました。 

ビジョンと目標については、行動計画推進会が草案

を作って皆さんの承認を得ましたけれど、1 番下の

行動計画については、これは会長が、ロータリーは

単年度制なので、それぞれの年度の会長が具体的に

この目標達成はどうすればいいのかと考えていた

だいて、それを実行していくと。そういった仕組み

になっておりますので、これ十分理解していただき

たいなと思います。 

それで我々の作ったクラブビジョンがこれですね、

ちょっと読み上げますと、我々はロータリアンとし

て高潔さと高い倫理基準を持って行動し、その地域

や職業のリーダーとなるべく自己研鑽に励み、事業

及び社会生活を通じて地域社会のニーズを汲み取

り奉仕することにより、地域社会の発展に寄与する

とともに、会員の幸せの実現を目指すと、またその

ために持続可能なクラブ運営ができる基盤を維持

すると、これをクラブビジョンとして定めました。 

でもほとんどの会員は「どっかで聞いたことある言

葉をつなげただけだろうな」と思っていると思うん

です。おっしゃる通りなんですよ、これは実はもう

皆さんご存知通り、ロータリーの目的と、ロータリ

アンの行動規範というものがあるんですけど、それ

をちょっと色々ピックアップしてつなげただけな

んですよ。 

あともう 1個参考にしたのが、去年の私が会長の時

のクラブ奉仕フォーラムの時、皆さんで我々のクラ

ブの強みだとか弱みだとか、後は満足してるところ

や不満足なところ、あと将来どんなクラブになって

ほしいのかっていうのを皆さんにこう抽出してい

ただいて、ディスカッションしたことがあったと思

うんですね。あのデータがしっかり残ってるのでそ

れをもとにこれを作ったというところもあります。

クラブビジョン。結局我々ロータリークラブですか

ら、やっぱりロータリーの目的だとか、行動規範を

無視するわけにいかないわけですよ。 

どっかで聞いたことあるのかと思ってても皆さん

理解できていないし、覚えていないじゃないですか。

それをしっかりビジョン、我々のクラブのビジョン

として盛り込むことによって、しっかり認識して、

消化して吸収できるようにというのが今回の目的

なんですよね。地域の職業のリーダーとなるべくと

かは、その去年の、そのディスカッションのときに

出てきた言葉ですし、国際奉仕よりまずは地域社会

への貢献だよねっていうのも去年いろいろ出てき

た案なのでそれを盛り込みさせていただきました。 

 

で、1 番大事なところは結局我々は何がしたいのか

っていうことで、これ結構その行動計画推進委員会

でも議論になったんですけど、最終的には結局、立

派なロータリアンになりたいというより、幸せにな

りたいでしょうと。そうじゃないですか？ただロー

タリアンになりたいと思ってる人ってあんまりい

ないと思うんですよね。なので、しっかりロータリ

ーを活用して、それぞれの幸せを実現しましょうと。

それが臨海西のクラブビジョンなわけですよ。 



 

 

 

いろいろあると思うんですよね。社会に貢献して充

実感を得たいって方もいれば、親睦をもっともっと

強化してですね。いろんな遊びだったり、私益だっ

たり求めたいって方もいると思います。とにかく、

まあ、どんな考えがあるにせよ、みんな幸せを求め

るものなので、我々のクラブはロータリーを活用し

て幸せを実現しましょうと、それがクラブビジョン

になりました。当然クラブとして存続し続けなけれ

ば、そういった幸せも実現できませんので、また以

降ですね、持続可能なクラブ運営ができる基盤を維

持するというのもクラブビジョンに含めておりま

す。 

 

ではこのクラブビジョンを実現するために、具体的

にどんなことをやればいいのかなんですけど、五カ

年目標として、六つを掲げさせていただきました。 

まず 1 つ目、会員数を 55 名にしましょう。10 周年

の時、5年後ですよね。今 42名ですけど、10周年の

時には 55 名ぐらいになれたらいいなということで

制定しました。この根拠なんですけど、毎年 3人ず

つぐらい増やしてきましょうと。実際西野年度だっ

たり、大星年度だったり、3 名ずつくらい増えてっ

てるんですよね。あんまり急に増やしても、いろい

ろ弊害が起こるっていうのは、ほかのクラブ見てて

もいろいろ分かるところなので我々は我々らしく

着実にゆっくり進んでいきましょうと。なので今 42

名で毎年 3 名ずつ増えていくと、大体 57 名になる

と。大体 55名。なれたらいいなということで、定め

させていただきました。 

2 つ目の目標が、衛星クラブの創設。衛星クラブっ

て分かりますかね？親クラブの臨海さんが臨海北

斗衛星クラブというのを作ってますけど、それを

我々も作ってみたらどうだろうということで目標

に加えてます。目的は持続可能なクラブ基盤の維持

のためです。会員候補者の確保ですよね。ロータリ

ー興味あるんだけど、まだちょっと会社の成長がつ

いていかないだとか、まだちょっと子育てが忙しい

だとか、そういったところをもうちょっとハードル

の低い衛星クラブに入れることによって、将来の

我々の会員の候補を育てていくといった目的があ

ります。また逆に「ちょっと病気でロータリー休み

たいな」とか「ちょっと事業が忙しくなってきたな」

って方をそのままやめさせるのではなくて、その受

け皿として一時的に衛星クラブに移ってもらうと

ということも期待できます。そもそも衛星クラブを

作れば、色々な知り合いが増えますので、知り合い

を広めることによって奉仕の機会とすること。ロー

タリーの理念ですけれど。そういったことも達成す

ることができるということで衛星クラブの創設を

目標に加えました。 

3 つ目は DEI を意識したクラブづくり。DEI ね。覚

えてもすぐ忘れちゃうんですけど。DEI っていうの

はダイバーシティ＝多様性、イクイティー＝公平性、

インクルージョン＝包括性。これ今世界中で DEIを

推進しましょうって言われてますよね。企業なんか

でもよく取り入れてます。やっぱりこれからはこう

いう時代になってくると思うんで、我々もこれを意

識して、時代に取り残されないように、新しいクラ

ブ作りを進めていこうということで定めました。も

しかしたら女性会員を入れるだとか、障碍者を入れ

るだとかそういった話になってくるのかもしれま

せんが、議論をするのはとてもいいことだと思うん

で、そのきっかけとして目標に加えさせていただい

ております。 

4つ目が。RLIの受講率 30%。RLIっていうのは、ロ

ータリーがやってる研修なんですよね。ロータリー

リーダーシップ研修っていうんですけど。これ何で

加えたかというと、先ほどのビジョンを見ていただ

いた通り、うちはロータリークラブですから、その

ビジョンを達成するためにはロータリークラブの

ことを知らないとできないですよね。今のところこ

の研修を受けてるのが全部コンプリートしたのが

私と栗山さんだけなんです。なのでこの 5年間で会

員数の 30%ぐらいはこれを受講し終わったらいいな

と思っております。長いです。この研修。3 時間の

研修を 4日ぐらいやるんで、ちょっと長すぎるんで

すよね。こんな時間かける必要あるのかとちょっと

思うんですけど、得るものはあります。ただ聞くだ

けの研修じゃなくて、ディスカッションがメインの

研修なので、自分で話すことによって理解も深まり

ますし。勉強になりますんで、ちょっと出てみてく

ださい。5年以内に受けていただければ結構です。 

そして、5番目が 10周年記念行事の成功。これは当

然ですね。外部に向けても我々の成長している姿を

しっかりお見せしなければいけないので、準備をし

て立派な行事を成功させましょう。 

 

最後に姉妹クラブの締結。姉妹クラブというのもま

だ我々締結したことはないです。友好クラブは那覇

南さんと締結しているんですけど。ちょっとハード

ルが高いんですよね。姉妹クラブになると国際ロー

タリーの方にも届け出を出さなきゃいけないんで、

ちょっとハードルが高いですし行き来も結構頻繁

になるかと思うんですが、それだけ密なものですか

ら、仲良くもなれるでしょうし、様々な刺激を受け

ることができると思います。これも我々の成長に繋

がると考えられますので、チャレンジしてみたいな

と考えております。 

なので、まあ復唱になりますけど、クラブビジョン

をしっかり、まず皆さん頭に入れていただいて、5年

間をかけて、しっかりこの目標を達成すると、そう

することによって、素晴らしいクラブが出来上がっ

ていくんじゃないかと。そういう目的で、制定させ

ていただきました。 

しっかりクラブビジョン目標を意識して行動して 5

年後も今と同様、今以上に素晴らしいクラブであり

続けられるように頑張っていきましょう。そして幸



 

 

 

せになりましょう。以上です。ありがとうございま

した。 

 

 

「10周年に向けての行動計画」 

三橋晶 会長 

 

大星委員長ありがとうございました。大星委員長か

らお話があったと思いますが、この五カ年目標を達

成するための行動計画ということでですね、私の年

度ももう半年切っております。ただ、会長になられ

る方は新しい期が始まる時に活動計画。そういった

ものを立てる時ですね。年度年度で変わってくるの

かなと思うんですが、私の方でこの計画として掲げ

させたのは多分恐らくベースになってくる部分も

あるのかなと思うんですが、1番、会員数 55名こち

らをですね、達成するにはやはりですね、オープン

例会、私の年度の方でもですね開催させていただき

ました。我々の例会をですね。肌で感じていただき

たいというのと、例会だけではロータリークラブの

魅力っていうの伝えるのは大変難しいと思います

ので、飲み会といったものもですね、セッティング

して開催していくというのがいいのかなというふ

うに思っております。今年度残り少ないんですがも

う 1回ぐらいですね、オープン例会ができたらなと

いう風に考えております。 

続きまして、2 番、衛星クラブ創設、こちらがです

ね。やはり中長期になってくる部分もあるんですが、

委員会を立ち上げてですね、飯塚パスト会長のよう

に人脈のある方に委員長なっていただいてですね。

2 ヶ月に 1 回とか、そういったペースでですね、委

員会を開催して、衛星クラブの設立をする時期です

とか、目的、どういった方をターゲットにするかっ

ていうのをしっかりですね、委員会で準備していく

っていうのがいいのかなと思っております。 

3番目ですね。DEIを意識したクラブ作り。こちらが

ですね、私もそうなんですが、DEI について家庭集

会とかカウンセラー集会などで触れる期待を作っ

ていくこというふうに思っております。なぜその

DEI が重要なんかということをですねしっかりそこ

で学んでいきたいなというふうに言っております。 

4番目ですね。RLIの受講率 30%。国際ロータリーに

よって推奨されておりまして、皆様の質の高い指導

力を育成するコースが実施されておりますので、こ

れから三役になられる方、理事役員を筆頭に率先し

て受講していこうかなと思っております。 

5番目、10周年記念行事の成功ですが、実行委員会

を立ち上げるのは少し早いんですが、家庭集会やカ

ウンセラー集会などを利用させていただいて、10周

年記念行事どういったことをやっていきたいかと

いうのを少し触れる機会を増やしていきたいな思

っております。 

最後姉妹クラブの締結。こちら那覇南ＲＣ林直前会

長とも、例会が始まる前にお話させていただいたん

ですが。那覇南さんはですね、姉妹クラブはまだ締

結されてないってことだったんです。昔なんか姉妹

クラブだったのを友好クラブに切り替えたってい

うことで、最近は友好クラブを結ばれるクラブが多

いということもお聞きしたので、姉妹クラブという

だけに今こだわるんじゃなくて、友好クラブといっ

たところも、我々のクラブが今後も締結していくっ

ていうのも、10周年の記念事業とかに向けて進めて

いくのもいいのかなっていうふうに思っています。 

我々のクラブにですね。ナット君、交換留学生に来

ていただいているのも何かの縁だと思います。それ

と、我々の会員にはですね、タイが大好きな方が大

変多いので、ナット君のお母さんも、タイのロータ

リアンだということも聞いておりますので、記念事

業の 1つにこの姉妹クラブの締結というのをクラブ

の成長発展に向けて皆さんと触れる機会を作って

いきたいなと思っております。 

以上が五カ年目標を達成するための行動計画でし

た。 

 

 

 

■点鐘：点鐘：東京臨海西ＲＣ 三橋晶会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


